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積極的に発表

理由を挙げて説明

自分の考えと比べながら聞く

数 学 科 学 習 指 導 案 

指導者  庄原市立庄原中学校 
西森 千博 

１．日   時  平成２３年 ５月２７日（金） 第  校時 
２．学年・学級  第２学年１組 ４０名（男子１９名，女子２１名） 
 

３．単 元 名  式の計算 
４．単元設定の理由 

（１）単 元 観 
 文字式については，中学校第１学年で，文字を用いて数量や数量関係・法則を式にしたり，式の意味

を読み取ったりすることを扱っている。また，１つの文字についての１次式の加法・減法を中心に，１

次式と数の乗法・除法について学習してきている。 
 中学校学習指導要領数学における第２学年の「Ａ数と式」では，いくつかの文字を含む整式の四則計

算ができるようになることや，文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解し，

文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式を活用

することのよさを実感することをねらいとしている。 
 本章で扱う内容は，今後学習する連立方程式や２次関数，第３学年で学習する多項式の展開や因数分

解，そして，２次方程式へとつながる内容である。そのため，計算技能の習得のみでなく，計算の意味

や原理を確実に理解させることが必要である。 
 
（２）生 徒 観 
 右のグラフは，事前アンケートの肯定的意見の結果 
である。「自分の考えと比べながら聞く」という項目が 
８３．５％割以上と高くなっている。逆に，「積極的に 
発表する」という項目が４０．５％割程度と低くなっ 
ている。 
 本時の授業で，小グループの活用を通して，解答を 
共有させ，積極的な発表へとつなげていきたいと思う。 
 
（３）指 導 観 
 文字を用いた式を積極的に活用していくことは極めて重要である。そのため，本時の課題を通して，

いろいろな数量関係を一般化させる力を身につけ，文字を活用することのよさを理解させたい。 
また，生徒の実態等を考え，次のことを踏まえ指導を行う。 
① 具体的な事象を用いて，作業・観察・実験を通して，文字に対する興味・関心を高める。 

                         【数学的活動】 

② 自力解決の時間，小グループでの話し合いの場を設定し，じっくり考えさせる場を設定する。

また，文字式を用いて説明できるようにする。          【練り合いの場を設定】 
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５．単元の目標 

（１）単項式・多項式，次数の意味を理解し，同類項を１つの項にまとめることができる。 
（２）多項式どうしの加法・減法について理解し，その計算ができる。 
（３）単項式どうしの乗法・除法について理解し，その計算ができる。 
（４）多項式と数の乗徐およびやや複雑な式の計算ができる。 
（５）２つの文字に数を代入して式の値を求めたり，能率よく式の値を求めたりすることができる。 
（６）目的に応じて等式を変形したり，整数や図形の性質を文字式を用いて説明したりするなど，文字 

式を具体的な場面で適切に活用することができる。 
６．単元の評価規準 

ア 数学への関心・意欲・態度  イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な表現・処理 エ 数量・図形などについての知識・理解  
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式の乗法・除

法 

●単項式どうしの乗

法・除法，数と多項式

の乗法・除法，乗除の

混じった式の計算な

どができる。 （２） 

 ○  

 

 

◎ 

 イ①いろいろな文字式の計算方法を，計算法

則や数の計算と関連付けて考えることが

できる｡ 

ウ②いろいろな文字式の計算が，能率的かつ

正確にできる。 

行動観察 

ノート 

プリント 

式の値 ●２つの文字に数を代

入して式の値を求め

たり，能率的に式の値

を求めたりすること

ができる。  （１） 

○   

◎ 

 ア②いろいろな式の値を求めようとする。 

ウ③いろいろな式の値を求めることができ

る。 

行動観察 

ノート 

プリント 

等式の変形 ●２つ以上の文字を含

んだ等式を,ある文字

について解くことが

できる。 

●等しい比を表す等式

を変形し，外項の積と

内項の積が等しいこ

とを理解する。 （２） 

 ◎  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

イ②具体的な場面で，目的に合うような式の

変形について考えることができる。 

ウ④移項や等式の性質を使って，等式を目的

に合うように変形することができる。 

エ③等式を目的に合うように変形することの

意味やよさを理解している。 

プリント説明 

行動観察 

プリント 

文字式を利

用した説明 

（本時１／３） 

●数量の関係を，文字式

を用いて一般的に表

すことができる。 

●数や図形の性質が成

り立つわけを，文字式

を用いて説明できる。 

 （３） 

○  

 

 

◎ 

  ア③数や図形の性質を見いだし，文字式を利

用するなどいろいろな方法で，そのわけ

を説明しようとする。 

イ③文字式を利用して，数や図形の性質を一

般的に説明したり,数量の関係を考察し

たりすることができる。 

プリント説明 

行動観察 

プリント 

１章のまとめ （１）   ○  ウ②いろいろな文字式の計算が，能率的かつ

正確にできる。 

ノート 
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（５）本時の展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

＜「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて（◆）＞  
評価規準（評価方法） 

１．本時のめあてを把握 
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○グループで考えを整理し，小 

黒板にまとめる。 

 

○全体で意見を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．本時のまとめ 

○授業のまとめをする。 

 

 

 

○授業アンケートを行う。 

 

◇グループでまとめた意見を小黒板にま 

 とめさせる。 

 

◇グループごとに前に出て 

説明させる。このとき， 

結論先行で，根拠や理由 

も述べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇生徒の解放を用いて，授業のまとめをす 

る。また，同時に，文字式を使うと簡単 

に説明できたことを考えさせる。 

 

 

◇本時の授業のふり返り，アンケートの記入

をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見方・考え方】 

文字式を利用して，数や

図形の性質を一般的に説明

したり，数量の関係を考察

したりすることができる。 

（ノート・説明） 

 
 

まとめ   「 文字式を使うことで，いろいろな事象が簡単に説明できる。 」 

言語技術の活用ポイント 

・結論先行で述べ，考えを発表 
させる。 

＜説明のスタイル＞ 

「私たちは◇◇としました。 

理由は○○だからです。」 


